
国
文
学
研
究
資
料
館
で
は
創
立
以
来
三
十
年
以
上
に
わ
た
り
、
全
国
各
地
に
伝
わ
っ

て
い
る
古
典
籍
類
を
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
撮
影
し
て
一
般
公
開
し
続
け
て
い
る
（
近

年
は
デ
ジ
タ
ル
画
像
化
も
推
進
し
て
い
る
）
。
そ
れ
と
同
時
に
、
日
本
古
典
文
学
を
中

心
と
す
る
人
文
学
の
発
展
に
寄
与
し
得
る
各
種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
開
発
・
運
用
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
本
論
で
は
そ
う
し
た
国
文
研
の
根
幹
事
業
が
、
古
典
文
学

研
究
上
の
ど
の
よ
う
な
成
果
に
結
び
つ
い
て
い
く
か
と
い
う
一
例
を
示
し
た
い
。
具
体

的
に
は
マ
イ
ク
ロ
資
料
と
、
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
を
は
じ
め
と
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

と
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
室
町
時
代
末
期
～
江
戸
時
代
初
期
頃
に
お
け
る
皇

族
の
蔵
書
・
貴
族
の
蔵
書
の
形
成
過
程
の
一
端
に
つ
い
て
、
古
典
籍
の
実
物
そ
の
も
の

を
扱
う
以
前
に
、
あ
る
程
度
明
ら
か
に
で
き
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
、
と
い
う
指
摘
を

し
た
い
。
対
象
と
す
る
の
は
禁
裏
文
庫
と
、
今
日
陽
明
文
庫
と
し
て
現
存
し
て
い
る
五

摂
家
筆
頭
近
衛
家
の
蔵
書
と
い
う
、
古
典
文
学
研
究
上
と
り
わ
け
重
要
な
地
位
を
占
め

●

緒
言

禁
裏
・
近
衛
家
の
蔵
書
形
成
過
程
一
端

１
国
文
研
マ
イ
ク
ロ
資
料
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
な
が
ら
Ｉ

ま
ず
は
江
戸
時
代
初
期
の
禁
裏
文
庫
に
つ
い
て
概
説
し
て
お
く
。
室
町
時
代
後
期
の

後
土
御
門
天
皇
以
来
、
歴
代
の
天
皇
に
よ
っ
て
約
二
百
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
蓄
穂
さ

れ
て
き
た
禁
裏
文
庫
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、
東
山
御
文
庫
蔵
「
古
官
庫
歌
響
目

録
」
（
以
下
「
東
山
目
録
」
と
略
）
や
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
禁
裡
御
蔵
書
目
録
」
（
「
大

東
急
目
録
」
）
な
ど
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
の
蔵
書
の
ほ
と
ん
ど
は
、

残
念
な
が
ら
万
治
四
年
（
一
六
六
一
）
正
月
十
五
日
の
禁
裏
火
災
に
よ
っ
て
灰
儘
に
帰

し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
先
般
、

Ａ
「
万
治
四
年
禁
裏
焼
失
本
復
元
の
可
能
性
ｌ
書
陵
部
御
所
本
私
家
集
に
基
づ
く

ｌ
」
（
吉
岡
眞
之
氏
・
小
川
剛
生
氏
編
「
禁
裏
本
と
古
典
学
」
所
収
、
二
○
○

九
年
三
月
、
塙
書
房
）

て
い
る
二
文
庫
で
あ
る
。

万
治
四
年
禁
裏
焼
失
本
の
復
元

久
保
木
秀
夫
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Ｂ
「
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
法
門
四
十
七
首
和
歌
」
翻
刻
・
解
題
ｌ
南
朝
末
期
歌
壇

に
関
す
る
新
出
資
料
ｌ
」
（
「
中
世
近
世
の
禁
裏
の
蔵
書
と
古
典
学
の
研
究
ｌ

ｌ
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
を
中
心
と
し
て
ｌ
研
究
調
査
報
告
２
（
平
成
十
九

年
度
）
」
所
収
、
二
○
○
八
年
三
月
）

Ｃ
「
万
治
四
年
禁
裏
焼
失
本
復
元
の
可
能
性
Ｉ
仮
名
散
文
を
中
心
に
ｌ
」
（
科
学

研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
「
室
町
後
期
禁
裏
本
の
復
元
的
研
究
」
〈
研

究
代
表
者
・
武
井
和
人
氏
〉
に
お
け
る
口
頭
発
表
、
二
○
○
八
年
九
月
）

Ｄ
「
万
治
四
年
禁
裏
焼
失
本
復
元
の
可
能
性
ｌ
歌
学
歌
論
書
・
定
数
歌
・
歌
会
の

場
合
ｌ
」
（
「
武
蔵
野
文
学
」
第
五
十
七
集
、
二
○
○
九
年
十
一
月
）

と
い
う
拙
論
で
論
じ
た
よ
う
に
、
今
日
の
宮
内
庁
書
陵
部
御
所
本
の
中
に
は
、
万
治
四

年
禁
裏
焼
失
本
の
焼
失
以
前
の
転
写
本
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

拙
論
の
論
旨
を
ご
く
簡
潔
に
ま
と
め
て
み
る
と
、
ま
ず
、

伽
藍
色
地
花
卉
唐
草
文
様
椴
子
表
紙
を
備
え
た
縦
二
十
三
・
七
ｍ
×
横
十
七
・
五
ｍ

前
後
の
列
帖
装
四
半
本

③
藍
色
地
花
卉
唐
草
文
様
殿
子
表
紙
を
備
え
た
縦
十
六
・
五
ｍ
×
横
十
七
・
五
ｍ
前

後
の
列
帖
装
六
半
本

と
い
う
書
誌
的
特
徴
を
持
っ
た
御
所
本
に
関
し
て
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
く
焼
失
以
前
の

模
写
本
、
も
し
く
は
模
写
と
ま
で
は
言
え
な
く
て
も
か
な
り
忠
実
な
転
写
本
で
あ
る
と

推
断
で
き
そ
う
な
こ
と
（
拙
論
Ａ
）
、
ま
た
、

側
菊
花
文
様
ほ
か
摺
り
出
し
の
種
々
の
紙
表
紙
を
備
え
た
縦
二
十
八
・
一
面
×
横
二

十
・
五
ｍ
前
後
の
袋
綴
本

艸
薄
茶
色
地
梅
花
文
様
椴
子
表
紙
を
備
え
た
縦
二
十
三
・
七
ｍ
×
横
十
七
・
五
ｍ
前

後
の
列
帖
装
四
半
本

紛
薄
茶
色
地
梅
花
文
様
緩
子
表
紙
を
備
え
た
縦
十
六
・
五
叩
×
横
十
七
・
五
ｍ
前
後

の
列
帖
装
六
半
本

㈹
水
色
地
木
瓜
文
様
椴
子
表
紙
を
備
え
た
縦
二
十
三
・
七
噸
×
横
十
七
・
五
ｍ
前
後

の
列
帖
装
四
半
本

切
水
色
地
木
瓜
文
様
椴
子
表
紙
を
備
え
た
縦
十
六
・
五
ｍ
×
横
十
七
・
五
ｍ
前
後
の

列
帖
装
六
半
本

と
い
う
書
誌
的
特
徴
を
持
っ
た
御
所
本
（
及
び
宮
内
省
旧
蔵
・
国
立
国
会
図
書
館
現
蔵

本
）
の
中
に
も
、
焼
失
以
前
の
模
写
本
も
し
く
は
転
写
本
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が

高
そ
う
な
こ
と
（
拙
論
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
）
、
た
だ
し
す
べ
て
が
そ
う
と
は
必
ず
し
も
限
ら
ず
、

今
後
の
厳
密
な
選
別
が
必
要
で
あ
る
こ
と
（
拙
論
Ｃ
Ｄ
）
、
の
よ
う
に
な
る
。
の
～
切
に

該
当
す
る
も
の
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
指
摘
し
て
き
た
書
目
は
次
の
七
十
点
で
あ
る
。

な
お
掲
出
書
名
は
外
題
に
拠
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
図
版
に
つ
い
て
は
各
拙
論
を
ご
参
照
願

い
た
い
。

⑩
三
十
二
点
…
後
鳥
羽
院
御
集
（
五
○
一
’
二
六
）
・
伏
見
院
御
集
（
五
○
一
’
二

七
）
・
中
院
詠
草
（
五
○
一
’
二
八
）
・
鴨
長
明
集
（
五
○
一
’
二
九
）
・
実
方
中

将
集
（
五
○
一
’
三
○
）
・
有
房
中
将
集
（
五
○
一
’
三
二
・
萱
斎
院
御
集

（
五
○
一
’
三
二
）
・
思
女
集
（
五
○
一
’
三
三
）
・
深
養
父
集
（
五
○
一
’
三

四
）
・
馬
内
侍
集
（
五
○
一
’
三
五
）
・
六
条
修
理
大
夫
集
（
五
○
一
’
三
六
）
・

中
納
言
俊
忠
卿
集
（
五
○
一
’
三
七
）
・
基
俊
集
（
五
○
一
’
三
八
）
・
郁
芳
三

品
集
（
五
○
一
’
三
九
）
・
長
能
集
（
五
○
一
’
四
○
）
・
田
多
民
治
集
（
五
○

一
’
四
二
・
和
泉
式
部
集
（
五
○
一
’
四
二
）
・
清
輔
朝
臣
集
（
五
○
一
’
四
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三
）
・
小
侍
従
集
（
五
○
一
’
四
四
）
・
相
模
集
（
五
○
一
’
四
五
）
・
清
慎
公
集

（
五
○
一
’
四
六
）
・
柿
本
集
（
五
○
一
’
四
七
）
・
桧
垣
娼
集
（
五
○
一
’
四

八
）
・
源
順
集
（
五
○
一
’
四
九
）
・
菅
家
御
集
（
五
○
一
’
五
○
）
・
伊
勢
大
輔

集
（
五
○
一
’
五
一
）
・
赤
染
衛
門
集
（
五
○
一
’
五
二
）
・
重
之
娘
集
（
五
○

一
’
五
三
）
・
公
忠
集
（
五
○
一
’
五
四
）
・
俊
成
卿
女
集
（
五
○
一
’
五
五
）
・

小
大
君
集
（
五
○
一
’
五
六
）
・
待
賢
門
院
堀
河
集
（
五
○
一
’
五
七
）

側
十
五
点
：
．
惟
成
弁
集
（
五
○
一
’
五
九
）
・
刑
部
卿
頼
輔
集
（
五
○
一
’
六
○
）
・

三
位
中
将
公
衡
卿
集
（
五
○
一
’
六
二
・
源
太
府
卿
集
（
五
○
一
’
六
二
）
・

兼
澄
集
（
五
○
一
’
六
三
）
・
長
秋
草
（
五
○
一
’
六
四
）
・
為
頼
集
（
五
○
一

’
六
五
）
・
俊
成
卿
女
集
（
五
○
一
’
六
六
）
・
西
宮
左
大
臣
集
（
五
○
一
’
六

七
）
・
猿
丸
大
夫
集
（
五
○
一
’
六
八
）
・
三
条
右
大
臣
集
（
五
○
一
’
六
九
）
・

九
条
右
丞
相
集
（
五
○
一
’
七
○
）
・
資
隆
朝
臣
集
（
五
○
一
’
七
一
）
・
本
院

侍
従
集
（
五
○
一
’
七
二
）
・
覚
綱
集
（
五
○
一
’
七
三
）

側
二
十
三
点
…
今
物
語
（
一
五
○
’
一
四
二
・
と
は
す
か
た
り
（
一
五
四
’
五
八
）
・

五
代
帝
王
物
語
（
二
六
○
’
三
六
）
・
法
門
四
十
七
首
和
寄
（
四
○
五
’
一
二

九
）
・
清
少
納
言
枕
草
子
（
四
五
九
’
二
）
・
紅
塵
灰
集
（
五
○
一
’
六
五

五
）
・
慕
風
愚
吟
集
（
五
○
一
’
六
九
六
）
・
関
藤
河
（
五
○
一
’
七
八
七
）
・
和

寄
童
蒙
抄
（
五
○
一
’
八
一
○
）
．
代
々
御
集
（
五
○
一
’
八
四
五
）
・
慕
風
抄

（
五
○
一
’
八
七
二
）
・
さ
夜
の
ね
覚
（
五
○
二
’
六
四
）
・
東
斎
随
筆
（
五
○

二
’
六
五
）
・
大
和
物
語
（
五
○
二
’
六
九
）
・
道
行
鯛
（
五
○
二
’
七
四
）
・
唐

物
語
（
五
○
二
’
八
二
）
・
大
鏡
（
五
五
七
’
六
八
）
。
ま
す
鏡
（
五
五
七
’
六

九
）
・
水
か
、
み
（
五
五
七
’
七
○
）
・
三
国
伝
記
（
ひ
’
八
’
四
六
、
宮
内
省

旧
蔵
、
国
立
国
会
図
書
館
現
蔵
、
以
下
同
）
・
竹
む
き
か
記
（
み
’
九
二
）
・
老

少
談
（
わ
一
五
九
’
一
四
二
）
・
蛸
蛉
日
記
（
わ
九
一
五
・
三
’
七
’
一
～
三
）

側
四
点
…
蓮
性
陳
状
（
五
○
一
’
三
八
四
）
・
雑
談
記
（
五
○
一
’
三
八
六
）
・
新
撰

髄
脳
（
五
○
一
’
三
八
八
）
・
詠
歌
大
概
（
五
○
一
’
四
六
二
）

⑤
四
点
…
正
風
躰
抄
（
五
○
一
’
三
八
七
）
・
八
雲
一
言
記
（
五
○
一
’
三
九
二
・

為
兼
卿
和
歌
抄
（
五
○
一
’
三
九
五
）
・
玄
々
集
（
五
○
一
’
四
○
二
）

側
四
点
…
尭
孝
一
夜
百
首
（
五
○
一
’
三
五
○
）
・
・
宋
世
百
首
（
五
○
一
’
三
五

五
）
・
夢
窓
国
師
百
首
（
五
○
一
’
三
五
八
）
・
法
華
廿
八
品
野
（
五
○
一
’
三

七
五
）

伽
四
点
…
家
隆
卿
三
十
首
（
五
○
一
’
三
二
八
）
・
応
仁
三
年
三
月
百
首
（
五
○
一

（
後
光
）
（
院
｝

’
三
三
三
）
・
後
小
松
院
御
百
首
（
五
○
六
’
六
八
）
．
ｎ
川
葹
Ⅱ
櫛
百
首
／
後

光
厳
院
百
首
御
歌
（
後
筆
）
（
五
○
六
’
六
九
）

ち
な
み
に
以
上
の
よ
う
な
御
所
本
の
存
在
と
性
格
と
を
明
ら
か
に
で
き
た
の
も
、
そ

も
そ
も
は
マ
イ
ク
ロ
資
料
を
閲
覧
し
て
い
て
、
東
山
目
録
の
記
載
と
よ
く
合
致
す
る
典

籍
が
御
所
本
の
中
に
多
数
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
か
つ
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
同
一
表
紙
を

備
え
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
得
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
一
所
蔵
先
の

蔵
書
の
姿
を
一
度
に
確
認
で
き
る
と
い
う
の
も
、
マ
イ
ク
ロ
資
料
の
大
き
な
利
点
と

言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

さ
て
こ
こ
か
ら
が
本
題
で
あ
る
。
右
に
言
及
し
て
き
た
作
品
に
限
ら
ず
、
と
に
か
く

同
一
系
統
・
同
一
類
の
陽
明
文
庫
本
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と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
、
陽
明
文
庫
に
も
「
江
戸
初
期
写
」
の
「
七
冊
」
本
が
蔵
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
た
っ
た
こ
れ
だ
け
な
ら
ば
、
単
な
る
偶
然
の
一

致
と
い
う
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
こ
こ
に
ま
た

次
の
よ
う
な
事
例
も
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
東
山
目
録
に
は
、

東
山
目
録
に
記
救
さ
れ
て
い
る
作
品
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
で

検
索
し
て
い
き
、
伝
本
の
現
存
状
況
を
調
べ
て
み
る
、
と
い
う
こ
と
を
一
度
し
て
み
た
。

そ
う
し
た
う
ち
に
気
づ
い
て
き
た
の
は
、
各
作
品
ご
と
に
挙
が
っ
て
く
る
さ
ま
ざ
ま
な

所
蔵
先
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
陽
明
文
庫
の
名
が
し
ば
し
ば
見
出
さ
れ
て
く
る
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
。
例
え
ば
東
山
目
録
に
、

弄
花
抄
七
、
（
源
氏
抄
簡
）

と
あ
る
「
弄
花
抄
」
に
つ
い
て
、
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
で
検
索
し
て
み
る
と
、

統
一
書
名
弄
花
抄
（
略
）
国
書
所
在
【
写
】
内
閣
（
一
○
冊
）
、
宮
書
（
「
源
氏

物
語
聞
普
」
、
一
冊
）
（
一
○
冊
）
（
七
冊
）
、
岡
山
大
池
田
（
「
聞
書
」
、
室
町
末

期
写
七
冊
）
、
京
大
（
「
源
氏
物
語
弄
花
抄
」
、
七
冊
）
、
国
学
院
（
「
源
氏
物
語
聞

普
」
、
欠
本
、
一
冊
）
、
東
大
（
七
冊
）
、
竜
谷
（
「
源
氏
物
語
弄
花
抄
」
、
室
町
時

代
写
七
冊
）
、
島
原
（
「
弄
花
」
、
七
冊
）
、
彰
考
（
「
弄
花
」
、
七
冊
）
、
神
宮
（
「
源

氏
物
語
弄
花
抄
」
、
一
冊
）
、
大
東
急
（
「
堺
花
抄
」
、
室
町
末
期
写
一
冊
）
、
天
理

（
「
堺
花
抄
」
、
室
町
末
期
写
七
冊
）
（
第
二
冊
・
四
冊
尾
欠
、
室
町
末
期
写
六

冊
）
（
第
一
冊
欠
、
室
町
末
期
写
六
冊
）
（
江
戸
中
期
写
一
三
冊
）
（
一
○
冊
）

（
第
一
・
四
冊
欠
、
五
冊
）
、
穂
久
迩
（
「
源
氏
物
語
弄
花
抄
」
、
江
戸
中
期
写

○
冊
…

、

陽
明
二
堺
花
抄
」
、
江
戸
初
期
割
個
刺
凹

愚
聚
抄
一
、
（
和
歌
諸
抄
）

和
冴
秘
要
抄
仰
興
瀞
‐
一
冬
（
騎
夏
御
描
子
）

一
品
経
和
歌
一
、
（
厨
秋
御
描
子
）

明
題
古
今
抄
遡
遥
院
簸
一
、
（
占
恋
御
捻
子
）

■
華
寺
縁
起
一
、
（
黒
御
捨
子
第
二
※
■
は
法
の
誤
写
と
み
ら
れ
る

と
い
っ
た
記
載
が
見
ら
れ
る
が
、
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
に
よ
れ
ば
、

統
一
書
名
愚
聚
抄
（
略
）
国
書
所
在
【
写
一
陽
明
（
一
冊
）
（
抜
書
、
一
冊
）

統
一
書
名
和
歌
秘
要
抄
（
略
）
国
書
所
在
一
写
】
陽
明

統
一
書
名
一
品
経
和
歌
（
略
）
国
書
所
在
｛
写
】
陽
明
【
複
】
〔
活
〕
釈
教
歌
詠

全
集
一

統
一
書
名
明
題
古
今
抄
（
略
）
国
書
所
在
一
写
】
陽
明
（
室
町
末
期
写
）

統
一
書
名
法
華
寺
縁
起
（
略
）
国
書
所
在
一
写
】
陽
明

の
よ
う
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
今
日
に
お
い
て
は
天
下
の
孤
本
と
し
て
陽
明
文
庫
本
の
み

が
伝
わ
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
、
と
い
う
事
実
が
判
明
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
ま
た
孤

本
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
東
山
目
録
の
、

三
十
六
人
奇
合

中
古
三
十
六
人
野
合
井
百
人
一
首
一
、
（
占
夏
御
捻
子
）

新
三
十
六
人
野
合

と
い
う
記
載
に
対
し
て
、
こ
の
四
作
品
を
一
冊
の
う
ち
に
収
録
し
て
い
る
典
籍
と
し
て

も
、
や
は
り
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
に
拠
る
限
り
は
唯
一
、

子
書
誌
三
十
六
人
歌
合
、
中
古
三
十
六
人
歌
合
、
新
三
十
六
人
歌
合
、
百
人
一

首
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所
蔵
者
陽
明
文
庫
、
近
１
２
４
４
１
３
６
５

と
い
う
陽
明
文
庫
本
の
み
ら
し
い
と
い
う
こ
と
も
知
ら
れ
る
。
な
お
「
和
歌
秘
要
抄
」

「
法
華
寺
縁
起
」
を
除
い
た
各
作
品
に
つ
い
て
は
、
国
文
研
マ
イ
ク
ロ
資
料
に
も
す
で

に
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
含
ま
れ
て
い
る
。

・
愚
聚
抄
記
載
書
名
愚
聚
抄
、
外

刊
写
の
別
写

形
態
１
冊

所
蔵
者
陽
明
文
庫
、
近
／
２
４
３
／
２
０
，
Ｍ

マ
イ
ク
ロ
．
デ
ジ
タ
ル
情
報
５
５
１
１
４
８
１
７
、
Ｃ
４
４
９
３
、
妬
コ
マ
、

Ｅ

・
愚
聚
抄
抜
書

記
載
書
名
愚
聚
抄
／
抜
書
、
内

刊
写
の
別
写

形
態
１
冊

所
蔵
者
陽
明
文
庫
、
近
／
２
４
３
／
１
４
，
Ｍ

マ
イ
ク
ロ
・
デ
ジ
タ
ル
情
報
５
５
１
１
４
８
１
６
、
Ｃ
４
４
９
２
、
妬
コ
マ
、

Ｅ

・
一
品
経
和
歌

〈
マ
マ
）

記
載
書
名
＊
＊
経
和
歌
、
外

刊
写
の
別
写

形
態
１
冊

所
蔵
者
陽
明
文
庫
、
近
／
１
４
２
／
５
０
，
Ｍ

マ
イ
ク
ロ
．
デ
ジ
タ
ル
情
報
５
５
１
１
８
７
１
５
、
Ｃ
４
５
６
６
、
師
コ
マ
、

Ｅ

・
明
題
古
今
抄

記
載
書
名
明
題
古
今
抄
、
内
、
明
題
古
今
抄
、
外

刊
写
の
別
写

形
態
１
冊

所
蔵
者
陽
明
文
庫
、
１
４
２
．
４
３
，
Ｍ

マ
イ
ク
ロ
．
デ
ジ
タ
ル
情
報
５
５
１
４
９
１
１
３
、
Ｃ
２
６
９
５
、
認
コ
マ
、

Ｅ

・
三
十
六
人
野
合
中
古
三
十
六
人
吾
合
新
三
十
六
人
野
合
井
百
人
一
首

刊
写
の
別
写

書
誌
構
造
合
写

子
書
誌
三
十
六
人
歌
合
、
中
古
三
十
六
人
歌
合
、
新
三
十
六
人
歌
合
、
百
人

一
首

所
蔵
者
陽
明
文
庫
、
近
１
２
４
４
１
３
６
５
，
Ｍ

マ
イ
ク
ロ
・
デ
ジ
タ
ル
情
報
５
５
１
１
８
５
１
１
４
１
Ｅ
、
Ｅ
、
Ｃ
５
３
９

⑤
″
全
、
【
胴
】

（
マ
イ
ク
ロ
／
デ
ジ
タ
ル
資
料
・
和
古
書
所
蔵
目
録
、
以
下
こ
の
書
式
は
す

べ
て
同
）

と
も
あ
れ
こ
こ
に
至
っ
て
万
治
四
年
禁
裏
焼
失
本
と
、
陽
明
文
庫
と
し
て
現
存
す
る

近
衛
家
の
蔵
書
と
の
間
に
は
、
あ
る
い
は
相
当
に
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
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ろ
う
か
、
も
っ
と
は
っ
き
り
言
え
ば
、
い
ず
れ
か
か
ら
い
ず
れ
か
へ
と
い
う
直
接
の
書

承
関
係
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
見
通
さ
れ
て
く
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

そ
こ
で
東
山
目
録
に
記
戦
さ
れ
て
い
る
各
作
品
の
本
文
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
研

究
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
確
認
・
点
検
し
て
い
っ
て
み
る
と
、
な
か
な
か
に
興
味
深
い
こ
と

が
わ
か
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
各
作
品
ご
と
に
複
数
の
伝
本
が
現
存
し
て
い
る
場
合
に
お

い
て
、
ま
ず
そ
の
伝
本
中
に
前
述
①
～
い
の
い
ず
れ
か
の
特
徴
を
持
つ
御
所
本
が
含
ま

れ
て
お
り
、
ま
た
そ
の
御
所
本
と
同
一
系
統
・
同
一
類
に
属
す
る
伝
本
が
少
な
い
数
し

か
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
そ
の
少
な
い
中
に
陽
明
文
庫
本
が
含
ま
れ
て
い
る
と

い
う
事
例
が
、
実
は
い
く
つ
か
見
つ
か
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
前
引
御
所
本
「
九
条
右
丞
相
集
」
（
五
○
一
’
七
○
）
。
杉
谷
寿
郎
氏
に
よ
る

と
「
師
輔
集
」
約
三
十
本
の
う
ち
、
当
該
御
所
本
と
同
じ
く
乙
類
に
属
す
る
の
は
唯
一
、

記
赦
書
名
九
條
右
丞
相
御
集
、
扉
、
九
條
右
丞
相
御
集
、
外

刊
写
の
別
写

形
態
１
冊

所
蔵
者
陽
明
文
庫
、
Ｍ

マ
イ
ク
ロ
・
デ
ジ
タ
ル
情
報
５
５
１
４
５
１
２
、
Ｃ
２
６
５
０
、
過
コ
マ
、
Ｅ

（
１
）

と
い
う
陽
明
文
庫
本
「
九
条
右
丞
相
御
集
」
の
み
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
例
え
ば
前
引
御
所
本
「
玄
々
集
」
（
五
○
一
’
四
○
二
）
。
川
村
晃
生
氏
に
よ
る

と
、
当
該
御
所
本
は
三
類
本
甲
類
に
分
類
さ
れ
る
と
い
い
、
か
つ
同
類
の
伝
本
と
し
て

は
ほ
か
に
室
町
時
代
末
期
写
の
、

記
載
書
名
玄
々
集
、
内
、
玄
々
集
、
外

刊
写
の
別
写

い
て
も
書
院
部
湘
固
朔
通
訓
劉
部
矧
洞
割
り
、
例
え
ば
一
四
三
番
左
注
に
み
え
る

「
前
一
条
院
」
を
両
書
と
も
「
先
一
条
院
」
と
表
記
し
「
先
」
に
「
前
歎
」
と
傍

書
す
る
如
く
で
あ
る
。

（
ｚ
）

の
よ
う
に
指
摘
で
き
る
と
い
う
。

さ
ら
に
例
え
ば
前
引
御
所
本
「
為
兼
卿
和
歌
抄
」
（
五
○
一
’
三
九
五
）
。
こ
の
歌
論

書
は
伝
本
自
体
が
稀
で
あ
り
、
当
該
御
所
本
を
除
い
て
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
、

室
町
時
代
初
期
写
の
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
本
と
、
室
町
時
代
後
期
頃
写
の
、

記
載
書
名
為
兼
卿
和
寄
抄
、
外

刊
写
の
別
写

形
態
１
冊

所
蔵
者
陽
明
文
庫
、
近
／
２
４
３
／
２
５
，
Ｍ

マ
イ
ク
ロ
・
デ
ジ
タ
ル
情
報
５
５
１
１
５
２
１
１
、
Ｃ
４
５
３
５
、
肥
コ
マ
、
Ｅ

（
３
）

と
い
う
陽
明
文
庫
本
、
及
び
聖
謹
院
本
の
み
と
い
う
。
う
ち
聖
護
院
本
の
詳
細
は
未
詳

で
あ
る
が
、
残
り
三
本
の
関
係
に
つ
い
て
は
す
で
に
「
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
」
解
題
に

形
態
１
冊

所
蔵
者
陽
明
文
庫
、
Ｍ

マ
イ
ク
ロ
・
デ
ジ
タ
ル
情
報
５
５
１
４
４
１
６
、
Ｃ
２
６
４
６
、
型
コ
マ
、
Ｅ

と
い
う
陽
明
文
庫
本
と
、
江
戸
時
代
中
期
写
の
谷
山
茂
旧
蔵
残
欠
本
と
が
あ
る
の
み
と

い
い
、
し
か
も
う
ち
陽
明
文
庫
本
に
つ
い
て
は
、

本
書
（
論
者
注
、
陽
明
文
庫
本
）
は
、
三
類
本
の
中
で

い前
て記
もの

そ
の

で
あ
る
。
三
類
本
の
特
徴
の
み
に
と
ぎ
ま
ら
ず
、

す
る
。
く
わ
え
て
細
部
に
お

ば
一
四
三
番
左
注
に
み
え
る

し
「
先
」
に
「
前
歎
」
と
傍
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部
湘
剖
同
槻
で
、
当
本
が
早
く
虫
損
で
読
め
な
く
な
っ
て
い
た
の
を
、
あ
る
時
点

で
書
写
し
た
本
が
、
意
味
の
通
ず
る
よ
う
に
省
略
し
た
の
で
は
な
い
か
と
恩
わ
れ

ワ
（
や
◎

の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
や
は
り
中
で
も
当
該
御
所
本
と
陽
明
文
庫
本
と
の
関
係

が
密
接
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
場
合
に
想
定
で
き
る
、
陽
明
文
庫
本
を
含
め
た
伝
本
派
生
状
況
と
し
て
は
、

次
の
四
つ
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
か
。

①
陽
明
文
庫
本
↓
禁
裏
文
庫
本
↓
御
所
本
と
転
写
さ
れ
た
（
Ⅱ
御
所
本
の
祖
本
・
禁

裏
文
庫
本
の
親
本
が
陽
明
文
庫
本
だ
っ
た
）

②
禁
裏
文
庫
本
↓
御
所
本
↓
陽
明
文
庫
本
と
転
写
さ
れ
た
（
Ⅱ
陽
明
文
庫
本
の
親
本

が
御
所
本
だ
っ
た
）

③
禁
裏
文
庫
本
↓
御
所
本
、
禁
裏
文
庫
本
↓
陽
明
文
庫
本
と
別
々
に
転
写
さ
れ
た

（
Ⅱ
御
所
本
と
陽
明
文
庫
本
と
は
共
に
禁
裏
文
庫
本
を
親
本
と
す
る
兄
弟
本
だ
っ

た
）

④
現
在
知
ら
れ
な
い
ほ
か
の
伝
本
も
介
在
し
て
お
り
、
①
～
③
な
ど
よ
り
も
っ
と
複

雑
な
過
程
を
経
て
派
生
し
て
い
っ
た
（
Ⅱ
禁
裏
文
庫
本
と
陽
明
文
庫
本
と
の
直
接

お
い
て
、書

陵
部
本
・
陽
明
文
庫
本
は
同
系
統
の
本
で
あ
る
が
、
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
も
同
系

と
見
ら
れ
る
。
漢
字
・
仮
名
の
異
同
な
ど
は
多
い
が
、
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
が
元
の

形
に
近
い
こ
と
は
、
「
い
う
も
い
き
を
ひ
も
を
し
な
へ
て
作
者
の
□
□
□
□
□
か

れ
も
こ
れ
も
す
へ
て
あ
ら
ぬ
こ
と
な
る
ゆ
へ
に
」
（
略
）
と
あ
る
所
、
鯛
例
刻
圃
洞

に
は
、
「
優
に
い
き
ほ
ひ
も
を
し
な
へ
て
あ
ら
い
事
な
る
ゆ
へ
に
」
と
あ
り
、
書
陵

的
書
承
関
係
は
な
か
っ
た
）

し
か
し
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
「
九
条
右
丞
相
集
」
「
玄
々
集
」

「
為
兼
卿
和
歌
抄
」
と
い
っ
た
御
所
本
に
関
し
て
は
、
焼
失
以
前
の
禁
裏
文
庫
本
の
模

写
本
、
も
し
く
は
か
な
り
忠
実
な
転
写
本
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
御
所
本
か
ら
垣

間
見
ら
れ
る
禁
裏
文
庫
本
は
、
い
ず
れ
も
相
当
な
古
写
本
だ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
一

方
の
陽
明
文
庫
本
は
、
マ
イ
ク
ロ
資
料
の
図
版
を
閲
覧
す
る
見
る
限
り
で
は
、
い
ず
れ

も
室
町
時
代
後
～
末
期
頃
の
写
本
と
認
め
て
よ
さ
そ
う
な
の
で
、
そ
の
よ
う
な
陽
明
文

庫
本
か
ら
、
禁
裏
文
庫
本
の
よ
う
な
古
写
本
が
派
生
す
る
と
は
考
え
に
く
く
、
よ
っ
て

右
の
う
ち
ま
ず
①
は
成
り
立
ち
に
く
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
②
に
つ
い
て
も
、

御
所
本
は
江
戸
時
代
初
期
頃
の
写
本
、
陽
明
文
庫
本
は
今
も
述
べ
た
と
．
お
り
室
町
時
代

後
～
末
期
頃
の
写
本
ら
し
い
の
で
不
可
で
あ
る
。
従
っ
て
残
る
は
③
か
④
か
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
そ
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
の
判
断
は
、
こ
れ
ら
三
点
の
事
例
だ
け
で
は
困
難

だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
こ
こ
で
、
図
版
１
に
掲
げ
る
御
所
本
「
清
少
納
言
枕
草
子
」
（
四
五
九
’
一

二
の
よ
う
な
事
例
も
見
つ
か
る
の
で
あ
る
。
当
該
御
所
本
に
つ
い
て
は
拙
論
Ｃ
で
、

東
山
目
録
に
記
載
さ
れ
て
い
る
、

一
辨
皐
。
ｌ
や
１
ｂ
伶
拘
啄
予
匂
尋
曇
腿
７
斗
津
舳
く
み
浜
Ｕ
も

り
＃
紅
の
い
う
ｊ
１
番
匪
弧
〃
４
侭
鷺
ｒ
～
§
正
憲
も
ｆ
リ

ム
劇
や
み
州
妃
ｔ
Ｙ
Ｊ
亭
写
り
吻
凸
く
み
亀
か
含
７
ヤ
ｖ
《

繩
濁
測
似
脈
溌
鮒
副
鰯
厨
蝋

ｒ
１
お
て
超
上
士
蜂
り
ゐ
…
Ｌ
か
ゆ
を
刷
誇
孝
島
Ｎ
ｇ
１
＄
唾

■

図版1清少納言枕草子
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清
少
納
言
枕
草
子
上
叩
下
三
、
（
黒
御
携
子
第
六
）

と
い
う
一
本
の
焼
失
以
前
の
転
写
本
た
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
い
た
。

す
る
と
注
目
さ
れ
て
く
る
の
は
、

記
載
書
名
（
空
欄
）

刊
写
の
別
写

形
態
３
冊

所
蔵
者
陽
明
文
庫
、
マ
．
１
６
，
Ｍ

マ
イ
ク
ロ
・
デ
ジ
タ
ル
情
報
５
５
１
３
９
１
４
，
Ｆ
３
１
６
、
狸
コ
マ
、
Ｅ

と
い
う
陽
明
文
庫
本
の
存
在
で
あ
る
。
杉
山
重
行
氏
に
よ
る
と
、
こ
の
陽
明
文
庫
本
は

右
の
御
所
本
と
「
丁
数
を
同
じ
く
し
、
一
面
行
数
・
字
体
も
近
似
」
し
て
い
る
の
み
な

ら
ず
、
本
文
的
に
も
「
最
も
近
い
関
係
」
に
あ
る
も
の
の
「
親
子
に
は
あ
ら
ず
、
兄
弟

（
４
）

本
の
ご
と
き
」
関
係
か
、
と
推
定
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
従
っ
て
確
か
に
御
所
本

の
親
本
が
焼
失
以
前
の
禁
裏
文
庫
本
だ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
陽
明
文
庫
本
の
親
本
も
そ

れ
と
同
一
の
禁
裏
文
庫
本
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
う
し
た
事
例
を
視
野
に
入
れ
る
と
、
先
の
「
九
条
右
丞
相
集
」
「
玄
々
集
」
「
為
兼

卿
和
歌
抄
」
に
つ
い
て
も
右
と
同
様
④
で
は
な
く
、
③
の
よ
う
な
禁
裏
文
庫
本
か
ら
の

直
接
の
転
写
本
だ
っ
た
可
能
性
が
俄
然
高
ま
っ
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。
も
し
そ
の
見
方

が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
ま
た
前
掲
し
た
「
愚
聚
抄
」
以
下
、
今
日
陽
明
文
庫

本
の
み
の
孤
本
と
な
っ
て
い
る
六
点
の
中
に
も
、
や
は
り
焼
失
以
前
の
禁
裏
文
庫
本
を

親
本
と
し
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
も
思
わ
れ
て
く
る
。
さ

ら
に
以
上
に
取
り
上
げ
て
き
た
以
外
に
も
、
例
え
ば
東
山
目
録
記
載
の
、

三
代
集
抜
書
井
側
勢
大
和
一
、
（
古
夏
御
捨
子
）

薄
．
…

と
い
う
書
目
に
つ
い
て
、
今
日
知
ら
れ
る
伝
本
が
、
図
版
２
の
よ
う
な
御
所
本
「
三
代

集
抜
書
緋
勢
」
（
五
○
二
’
二
五
）
と
、

記
載
書
名
三
代
集
抜
書
／
井
伊
勢
／
大
和
、
扉

刊
写
の
別
写

形
態
１
冊

所
蔵
者
陽
明
文
庫
、
近
／
２
４
３
／
２
３
，
Ｍ

マ
イ
ク
ロ
．
デ
ジ
タ
ル
情
報
５
５
１
１
３
７
１
１
１
２
１
１
、
詔
コ
マ
、
Ｅ
Ｃ

４
４
６
２
、
認
コ
マ
、
Ｅ

と
い
う
陽
明
文
庫
本
の
二
本
の
み
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
御
所
本
の
書
誌
的
特
徴
が
前

述
側
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
な
ど
も
あ
る
。
な
お
か
つ
マ
イ
ク
ロ
資
料
に
基
づ
く
形
で

御
所
本
と
陽
明
文
庫
本
の
図
版
を
見
較
べ
て
み
る
と
、
先
の
「
清
少
納
言
枕
草
子
」
の

場
合
と
同
様
、
一
面
行
数
と
字
詰
め
と
が
完
全
に
一
致
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
わ
か

る
。
そ
う
し
た
点
、
お
そ
ら
く
は
こ
れ
も
「
清
少
納
言
枕
草
子
」
と
同
様
に
、
③
に
当

て
は
ま
る
事
例
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
、
陽
明
文
庫
本
の
中
に
も
御
所
本
同
様
、
焼
失
以
前
の
禁
裏
文
庫
本
を
親
本
と

し
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
通
し
を
述
べ
て
き
た
。
実
は
そ

Ｋ
噂
討
笛
騨
蝋
駕
罰
礎
罰
興
冤
痴
鬮
’
週
’
塾
蝿

銅
闇
》
掴
難
癖
粋
蝿
極
郷
城
酔
峡
榊
祁
掛
鳴
．
入
り
，
Ａ

ｌ
ｌ
う
ゲ
リ
記
叫
も

人
絹
Ｉ
び
く
鋒
も
ル
罪
１
寸
八
し
川
川
は
．

執
ハ
ル
４
い
孔
苛
１
４
、
あ
り
勺
峰
協
吟
７
こ
１
１
１

入
、
，
勾
鍛
済
″
“
鳥
Ｕ
Ｌ
ｊ
Ｊ
ム
に
Ⅳ
４
啄
〆
ら
Ｉ
お
き
仁
ｆ
Ｌ
熱

‐
瓜
可
賜
虞
醐
獣
参
進
了
孔
鹿
３
吋
１
吋
の
多
岬
人
よ
唇
、

ぬ
ら
＄
ぐ
く
ｆ
’
御
輿
‐
伊
羅
‐
ｌ
‐
Ｉ
陽

、
八
“
汎
礎
勤
し
ぬ
像
く
の
恥
で
わ
ち
１
勺
出
妙
，
、
為
ｒ
４
４
、
γ
お

か
で
駒
可
く
型
い
り
旧
７
＆
街

図版2三代集抜書付伊勢大和
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刊
写
の
別
写

形
態
１
冊

所
蔵
者
陽
明
文
庫
、
近
／
１
４
２
／
６
２
，
Ｍ

マ
イ
ク
ロ
．
デ
ジ
タ
ル
情
報
５
５
１
２
０
４
１
２
、
蛆
コ
マ
、
Ｅ

Ｃ
６
６
０
３
、
四
コ
マ
、
Ｅ

と
い
う
一
本
で
あ
る
。
当
該
本
は
、
陽
明
文
匝
本
に
し
て
は
比
較
的
珍
し
く
、

柚
蝋

以
官
本
写
之
郡
珊
院

再
三
加
校
合
了

寛
永
元
霜
朝
初
四
信
尋
（
花
押
）

の
よ
う
な
近
衛
信
尋
に
よ
る
書
写
奥
書
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
奥
書
か
ら
万
治
四
年
を

遡
る
こ
と
三
十
七
年
の
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
に
、
「
官
本
」
す
な
わ
ち
禁
裏
文
庫
蔵

の
後
柏
原
院
哀
筆
本
を
親
本
と
し
て
、
近
衛
信
尋
が
書
写
し
た
本
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

が
明
ら
か
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
実
際
東
山
目
録
に
は
、

水
無
瀬
殿
御
奉
納
百
首
続
歌
繍
胤
院
一
心
（
蔚
秋
御
捻
子
）

と
い
う
記
載
が
見
ら
れ
、
右
奥
書
と
き
れ
い
に
整
合
し
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。
焼
失
以

前
の
禁
裏
文
庫
本
か
ら
の
直
接
の
転
写
本
が
、
陽
明
文
庫
の
蔵
書
の
中
に
現
存
し
て
い

る
と
い
う
見
通
し
自
体
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

の
証
左
と
な
り
そ
う
な
陽
明
文
庫
本
が
現
存
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

記
載
書
名

水
無
瀬
殿
御
奉
納
百
首
績
寄
、
内

写

た
だ
し
も
ち
ろ
ん
、
禁
裏
文
庫
本
と
の
関
連
が
推
定
さ
れ
る
陽
明
文
庫
本
の
す
べ
て

に
つ
い
て
、
そ
う
と
断
じ
て
よ
い
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
東
山
目
録
に
は
、

（
マ
マ
）

大
塊
秘
抄
雅
鬮
卿
一
冊
（
黒
御
描
子
第
五
）

と
い
う
記
戦
が
あ
る
。
一
方
、
陽
明
文
庫
本
の
中
に
も
、

記
戦
書
名
大
槐
秘
紗
、
外

刊
写
の
別
写

形
態
１
冊

所
蔵
者
陽
明
文
庫
、
近
２
３
０
１
１
０
，
Ｍ

マ
イ
ク
ロ
．
デ
ジ
タ
ル
情
報
５
５
１
５
１
１
１
４
、
銘
コ
マ
、

と
い
う
一
本
が
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
陽
明
文
庫
本
に
も
、

以
官
本
令
書
写
了
一
校
了

と
い
う
書
写
奥
書
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
親
本
が
禁
裏
文
庫
本
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
従
っ
て
当
該
本
の
書
写
年
代
が
万
治
四
年
以
前
で
あ
れ
ば
、
前
掲
「
水

無
瀬
殿
御
奉
納
百
首
続
歌
」
同
様
、
焼
失
以
前
の
禁
裏
文
庫
本
の
転
写
本
が
、
陽
明
文

庫
本
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
傍
証
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
マ
イ
ク

ロ
資
料
に
よ
っ
て
同
本
の
図
版
を
確
認
し
て
み
る
と
、
こ
れ
は
万
治
四
年
よ
り
も
う
少

し
あ
と
の
書
写
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
写
本
の
姿
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
場
合
、
右
奥
書
に
い
う
「
官
本
」
は
、
万
治
四
年
の
火
災
以
後
に
、
後
西
院
や
霊

元
院
に
よ
っ
て
復
興
さ
れ
た
新
た
な
禁
裏
文
庫
本
の
う
ち
の
一
本
だ
っ
た
か
、
あ
る
い

は
右
奥
書
自
体
が
書
写
奥
書
で
は
な
く
本
奥
書
だ
っ
た
か
（
つ
ま
り
禁
裏
文
庫
本
は
祖

問
題
い
く
つ
か
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本
で
は
あ
っ
て
も
直
接
の
親
本
で
は
な
か
っ
た
か
）
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

ま
た
例
え
ば
東
山
目
録
に
は
、

千
首
和
歌
ぁ
家
回
一
、
（
厨
秋
御
捻
子
）

信
太
社
一
、
（
同
）

師
兼
卿
千
首
一
、
（
同
）

と
い
う
記
載
が
あ
る
。
う
ち
「
信
太
社
」
と
あ
る
の
は
、
前
後
の
書
目
が
千
首
で
あ
る

点
、
い
わ
ゆ
る
「
宗
良
親
王
千
首
」
の
こ
と
と
認
め
て
よ
か
ろ
う
。
一
方
、
陽
明
文
庫

本
の
中
に
も
、

記
載
書
名
詠
千
首
和
調
、
内
、
中
務
卿
宗
良
親
王
千
首
、
外

刊
写
の
別
写

形
態
１
冊

所
蔵
者
陽
明
文
庫
、
Ｍ

マ
イ
ク
ロ
・
デ
ジ
タ
ル
情
報
５
５
１
２
０
６
１
２
、
Ⅷ
コ
マ
、
Ｅ
、
Ｃ
６
６
２

８
、
血
コ
マ
、
Ｅ

と
い
う
一
本
が
含
ま
れ
て
い
る
。
マ
イ
ク
ロ
資
料
の
図
版
に
つ
く
と
、
外
題
は
「
中
務

卿
溌
千
首
」
、
内
題
は
「
詠
千
首
和
調
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
同
本
に
も
や
は
り
奥
書
が

あ
っ
て
、本云右

信
太
杜
之
千
首
以

禁
裏
之
御
本
書
写
校
合
之
有

題
無
歌
処
依
他
本
連
々
可
補
焉

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
「
中
務
卿
獅
千
首
」
が
「
信
太
杜
之
千
首
」
で
あ
る

と
認
識
さ
れ
て
も
い
た
こ
と
、
か
つ
そ
の
祖
本
が
禁
裏
文
庫
本
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か

と
な
る
。
た
だ
し
「
本
云
」
と
あ
る
以
上
、
こ
れ
は
書
写
奥
書
で
は
な
く
本
奥
書
と
認

め
る
べ
き
で
、
つ
ま
り
当
該
本
に
関
し
て
は
、
禁
裏
文
庫
本
か
ら
の
直
接
の
転
写
本
で

は
な
い
と
み
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
例
が
あ
る
以
上
、
前
節
ま
で
に
取
り

上
げ
て
き
た
陽
明
文
庫
本
に
関
し
て
も
、
た
と
え
禁
裏
文
庫
本
と
の
親
近
性
が
見
出
せ

る
に
し
ろ
、
直
接
の
転
写
本
ば
か
り
で
は
な
く
、
間
に
最
低
一
本
を
介
し
た
間
接
の
転

写
本
だ
っ
た
場
合
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
可
能
性
は
常
に
考
え
て
お
く
必
要

が
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
例
え
ば
東
山
目
録
に
は
、

八
雲
一
言
記
舷
側
卿
鱸
一
、
（
門
夏
御
捨
子
）

師
説
自
集
奥
雅
綱
卿
箪
一
、
（
厨
夏
御
撚
子
）

と
い
う
記
載
も
あ
る
。
一
方
、
陽
明
文
庫
本
の
中
に
は
こ
の
二
点
を
合
写
し
た
、

記
載
書
名
師
説
自
集
奥
日
、
内
、
師
説
自
見
集
、
外

記
載
書
名
八
雲
一
言
記
、
内

刊
写
の
別
写

形
態
１
冊

書
誌
構
造
合
写
の
内

所
蔵
者
陽
明
文
庫
、
１
４
２
．
５
８
，
Ｍ

マ
イ
ク
ロ
．
デ
ジ
タ
ル
情
報
５
５
１
４
９
１
５
１
１
、
Ｃ
２
６
８
７
，
６
コ
マ
、

Ｅ
マ
イ
ク
ロ
・
デ
ジ
タ
ル
情
報
５
５
１
４
９
１
５
１
２
、
Ｃ
２
６
８
７
，
９
コ
マ
、

Ｅ

と
い
う
一
本
が
含
ま
れ
て
い
る
。
う
ち
「
師
説
自
見
集
」
の
内
題
は
右
の
と
お
り
「
師
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0

説
自
集
奥
日
」
で
あ
り
、
東
山
目
函

た
「
八
雲
一
言
記
」
に
つ
い
て
も
、

現
存
諸
本
は
、
「
以
後
二
条
院

現
存
諸
本
は
、
「
以
後
二
条
院
哀
翰
写
之
者
也
」
の
奥
書
の
あ
る
、
島
原
図
書
館
松

平
文
庫
本
、
東
北
大
学
狩
野
文
庫
本
（
歌
学
十
書
、
坤
、
第
四
門
、
一
○
二
九
七
）
、

古
語
深
秘
抄
本
と
、
奥
書
の
な
い
書
陵
部
本
（
五
○
一
・
三
九
一
）
、
陽
明
文
庫
本

（
師
説
自
見
集
と
合
綴
。
近
・
一
四
二
・
五
八
）
、
祐
徳
稲
荷
中
川
文
庫
本
（
一
・

九
・
三
七
○
七
）
と
に
二
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
略
）
。

（
５
）

と
い
う
指
摘
に
よ
る
と
、
現
存
伝
本
中
で
も
書
陵
部
本
と
同
類
で
あ
る
と
い
う
。
し
か

も
こ
の
書
陵
部
本
は
、
拙
論
Ｄ
で
指
摘
し
た
と
お
り
書
誌
的
特
徴
⑤
を
有
す
る
御
所
本

の
う
ち
の
一
点
で
も
あ
る
。
従
っ
て
当
該
御
所
本
と
当
該
陽
明
文
庫
本
と
は
や
は
り
、

共
に
焼
失
以
前
の
禁
裏
文
庫
本
を
親
本
と
し
た
兄
弟
本
だ
っ
た
と
認
め
た
く
な
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
う
考
え
る
に
は
問
題
が
ひ
と
つ
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
す
で
に

半
田
氏
も
言
及
し
て
い
る
よ
う
に
、
陽
明
文
庫
本
の
「
八
雲
一
言
記
」
の
末
尾
に
は
、

御
所
本
に
も
他
伝
本
に
も
見
出
せ
な
い
、
実
に
一
丁
半
に
及
ぶ
独
自
異
文
が
存
す
る
の

で
あ
る
。
こ
う
し
た
場
合
、
こ
の
独
自
異
文
が
禁
裏
文
庫
本
か
ら
の
転
写
後
に
為
さ
れ

た
、
陽
明
文
庫
本
に
お
け
る
後
人
の
増
補
と
い
う
こ
と
な
ら
ば
話
は
早
い
。
が
、
そ
う

で
な
け
れ
ば
、
な
ぜ
陽
明
文
庫
本
の
み
に
こ
の
よ
う
な
異
文
が
見
出
せ
る
の
か
、
言
い

換
え
れ
ば
な
ぜ
御
所
本
に
こ
の
異
文
が
見
出
せ
な
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の

説
明
が
ど
う
し
て
も
つ
か
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
の
で

あ
ろ
う
か
、
な
お
検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
。

で
あ
り
、
東
山
目
録
の
記
載
と
ほ
ぼ
完
全
に
重
な
り
合
っ
て
い
る
。

半
田
公
平
氏
の
、

ま

さ
て
こ
こ
ま
で
は
、
禁
裏
文
庫
本
か
ら
陽
明
文
庫
本
へ
転
写
さ
れ
た
と
い
う
可
能
性

ば
か
り
を
追
い
か
け
て
き
た
。
し
か
し
逆
に
、
実
は
陽
明
文
庫
本
の
方
が
、
焼
失
以
前

の
禁
裏
文
庫
本
の
親
本
と
な
っ
て
い
た
ら
し
い
、
と
推
定
さ
れ
る
事
例
も
見
つ
か
る
こ

と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
東
山
目
録
に
は
、

歌
合
潅
催
六
、
（
古
冬
御
捻
子
）

と
い
う
記
載
が
存
す
る
。
一
方
、
御
所
本
の
中
に
は
整
理
書
名
「
歌
合
類
聚
十
巻
本
」
、

外
題
「
野
合
」
（
一
五
四
’
一
五
六
）
と
い
う
一
本
が
あ
る
。
当
該
御
所
本
は
「
和
漢
図

書
分
類
目
録
」
に
お
い
て
「
巻
四
、
五
、
七
、
九
鉄
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、

巻
一
～
三
・
六
・
八
・
十
の
み
が
書
写
さ
れ
て
い
る
六
冊
本
な
の
で
あ
り
、
残
存
状
況

に
お
い
て
右
の
記
載
と
一
致
し
て
い
る
。
し
か
も
図
版
３
の
よ
う
な
そ
の
姿
か
ら
も
明

ら
か
な
よ
う
に
、
書
誌
的
特
徴
も
前
述
③
と
一
致
し
て
い
る
点
、
当
該
御
所
本
と
焼
失

以
前
の
禁
裏
文
庫
本
と
が
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
自
体
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
と

（
６
）

こ
ろ
で
当
該
御
所
本
に
関
し
て
は
、
久
曾
神
昇
氏
が
い
ち
早
く
指
摘
し
て
お
り
、
か
つ

「
和
漢
図
書
分
類
目
録
」
中
で
も
「
十
巻
本
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
か
の
陽

陽
明
文
庫
本
が
親
本
の
場
合

薯
識

|、

図版3歌合類聚十巻本
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明
文
庫
伝
来
の
王
朝
歌
合
証
本
の
ひ
と
つ
、
い
わ
ゆ
る
十
巻
本
歌
合
か
ら
の
派
生
本
な

の
で
あ
る
。
な
ら
ば
そ
の
こ
と
は
取
り
も
直
さ
ず
、
東
山
目
録
記
載
の
焼
失
以
前
の
禁

裏
文
庫
本
が
ま
た
、
お
そ
ら
く
は
陽
明
文
庫
本
か
ら
の
直
接
の
転
写
本
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
、
換
言
す
れ
ば
こ
れ
ま
で
と
は
反
対
に
、
禁
裏
文
庫
本
の
直
接
の
親
本
が
陽
明
文

庫
本
の
方
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
も
物
語
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

た
だ
し
十
巻
本
歌
合
に
関
し
て
言
え
ば
、
陽
明
文
庫
に
は
今
日
、
巻
六
の
ほ
ぼ
す
べ

て
と
巻
十
の
一
部
分
が
伝
わ
っ
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
残
る
巻
一
～
三
・
八
と
、
巻
十

の
残
り
を
含
め
た
五
巻
は
す
べ
て
、
尊
経
閣
文
庫
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う

に
分
割
分
蔵
さ
れ
て
い
る
十
巻
本
歌
合
が
、
な
ぜ
焼
失
以
前
の
禁
裏
文
庫
本
、
及
び
当

該
御
所
本
に
お
い
て
一
括
書
写
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
や
は

り
久
曾
神
氏
が
、
当
該
御
所
本
の
存
在
を
根
拠
に
、

こ
の
歌
合
巻
に
関
し
て
は
古
来
古
筆
と
し
て
の
み
特
に
注
意
せ
ら
れ
、
そ
の
転
写

本
な
ど
に
就
い
て
は
殆
ん
ど
注
意
せ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
写
本
も

今
日
伝
存
し
て
い
る
。
即
ち
宮
内
省
図
書
寮
に
伝
は
る
六
冊
の
歌
合
は
正
に
こ
の

歌
合
巻
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
六
冊
は
前
田
家
蔵
の
五
巻
と
他

の
一
巻
と
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
六
冊
に
は
原
巻
の
順
序
も
明
記
さ
れ

て
い
る
。
即
ち
前
田
家
蔵
の
う
ち
不
明
の
一
巻
は
第
八
で
あ
り
前
田
家
に
伝
存
し

な
い
一
巻
に
第
六
と
し
て
あ
る
。
（
略
）
そ
の
一
巻
は
如
何
に
な
っ
た
の
で
あ
ら
う

か
。
之
は
幸
に
し
て
今
日
近
衛
公
爵
家
に
そ
の
ま
、
伝
存
し
て
ゐ
る
。
（
略
）
こ
の

全
巻
六
巻
は
室
町
時
代
後
期
乃
至
江
戸
時
代
初
期
ま
で
一
緒
に
存
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
当
時
そ
れ
が
ど
こ
に
伝
存
し
て
ゐ
た
か
に
つ
い
て
は
未
だ
確
証
は
見
出
し
得

な
い
が
、
近
衛
家
或
は
前
田
家
の
何
れ
か
で
あ
っ
た
筈
で
あ
り
、
そ
れ
が
恐
ら
く

平
安
朝
よ
り
鎌
倉
、
室
町
時
代
に
伝
存
し
た
こ
と
か
ら
し
て
、
近
衛
家
に
伝
来
し

た
も
の
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
（
略
）
而
し
て
そ
の
第
六
及
び
第
十
巻
の
う
ち
の

論
春
秋
歌
合
が
近
衛
家
に
残
り
、
他
の
大
部
た
る
五
巻
程
は
前
田
家
に
移
っ
た
の

で
あ
ら
う
。

と
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
、
お
そ
ら
く
本
来
は
す
べ
て
が
陽
明
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
段
階
で
焼
失
以
前
の
禁
裏
文
庫
本
が
作
成
さ
れ
た
た
め
か
と
み
ら
れ
る
。
換

言
す
れ
ば
、
禁
裏
文
庫
本
が
作
成
さ
れ
た
万
治
四
年
以
前
の
い
ず
れ
か
の
時
点
ま
で
は
、

陽
明
文
庫
に
は
ま
だ
十
巻
本
の
う
ち
六
巻
ま
で
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

か
つ
て
は
近
衛
家
に
、
十
巻
本
歌
合
の
十
巻
す
べ
て
が
伝
来
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い

て
は
、
十
巻
本
歌
合
総
目
録
な
ど
の
発
見
に
よ
り
萩
谷
朴
氏
が
論
証
し
た
と
こ
ろ
で
も

（
毎
Ｊ
）

あ
る
。
従
っ
て
東
山
目
録
な
ど
に
見
え
な
い
残
り
の
四
巻
は
、
焼
失
以
前
の
禁
裏
文
庫

本
が
書
写
さ
れ
た
そ
れ
よ
り
も
以
前
に
、
す
で
に
陽
明
文
庫
の
庫
外
に
流
出
し
て
い
た

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
従
来
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
か
っ
た
十
巻
本
歌
合
の
伝
来
・

分
散
状
況
に
関
し
て
、
わ
ず
か
な
が
ら
も
具
体
性
を
与
え
ら
れ
た
と
言
え
よ
う
か
。

た
だ
し
反
証
を
も
述
べ
て
お
く
。
当
該
御
所
本
に
関
し
て
言
え
ば
、
何
し
ろ
十
巻
本

（
８
）

そ
の
も
の
が
ほ
ぼ
当
時
の
形
態
の
ま
ま
で
現
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
い
は

焼
失
以
前
の
禁
裏
文
庫
本
か
ら
の
転
写
で
は
な
く
、
焼
失
後
の
禁
裏
文
庫
本
の
復
元
を

目
指
し
て
、
あ
ら
た
め
て
陽
明
文
庫
本
に
基
づ
き
模
写
し
直
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た

（
９
）

か
、
と
思
わ
れ
な
い
で
も
な
い
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
の
特
定
は
な
か

な
か
に
困
難
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
、
仮
に
後
者
だ
っ
た
と
す
る
と
、
万
治
四

年
以
後
も
し
ば
ら
く
の
間
は
、
十
巻
本
歌
合
の
巻
六
を
除
い
た
残
り
の
五
巻
は
陽
明
文
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庫
に
伝
わ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

と
も
あ
れ
禁
裏
文
庫
の
形
成
に
際
し
、
近
衛
家
の
蔵
書
も
ま
た
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
十
巻
本
歌
合
の
こ
の
事
例
か
ら
も
明
ら
か
だ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
詳
細
は
未
調
査
な
が
ら
、
東
山
目
録
に
は
、

龍
山
百
首
一
、
（
古
秋
御
捻
子
）

難
題
百
首
届
山

一
等
（
同
）

近
衛
殿
御
会
始
野
一
、
（
斬
秋
御
搬
子
）

詩
歌
齢
圃
馴

一
、
（
同
）

詩
寄
艫
卿
ハ
Ⅱ
一
、
（
同
）

と
い
っ
た
記
載
も
存
す
る
。
い
ず
れ
も
近
衛
家
関
係
の
書
目
で
あ
る
点
、
や
は
り
同
家

の
蔵
書
か
ら
の
転
写
本
だ
っ
た
可
能
性
を
考
え
て
み
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
前

述
の
、
東
山
目
録
に
見
え
る
書
目
が
今
日
陽
明
文
庫
本
の
み
の
孤
本
と
な
っ
て
い
る
書

目
の
中
に
も
、
あ
る
い
は
禁
裏
文
庫
本
が
陽
明
文
庫
本
の
親
本
だ
っ
た
の
で
は
な
く
、

そ
の
逆
で
、
陽
明
文
庫
本
が
禁
裏
文
庫
本
の
親
本
だ
っ
た
と
い
う
も
の
が
な
い
と
も
限

ら
な
い
。
私
見
で
は
「
愚
聚
抄
」
な
ど
は
そ
の
可
能
性
が
高
い
と
お
ぼ
し
く
、
別
に
論

じ
る
機
会
を
考
え
て
い
る
。

室
町
時
代
後
期
か
ら
江
戸
時
代
前
期
に
か
け
て
、
皇
族
の
蔵
書
・
貴
族
の
蔵
書
・
武

家
の
蔵
書
等
々
が
互
い
に
交
渉
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
諸
記
録
の
博
捜
や

読
解
に
よ
っ
て
従
来
も
様
々
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
が
、
東
山
目
録
・
大

栄
花
物
語
に
関
し
て
若
干

東
急
目
録
と
い
う
格
好
の
資
料
を
軸
に
、
現
存
す
る
古
典
籍
そ
の
も
の
を
調
査
対
象
と

し
、
古
典
籍
同
士
の
関
係
を
詳
し
く
追
求
し
て
い
く
こ
と
で
、
禁
裏
及
び
そ
の
周
辺
に

お
け
る
書
物
の
伝
来
状
況
や
派
生
状
況
、
そ
れ
に
伴
う
文
化
の
伝
播
状
況
な
ど
が
よ
り

具
体
的
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い
く
。

そ
し
て
中
で
も
古
典
籍
の
書
承
関
係
・
派
生
状
況
に
関
し
て
言
え
ば
、
本
論
で
述
べ

来
た
っ
た
よ
う
に
、
国
文
研
の
マ
イ
ク
ロ
資
料
や
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
な
ど
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
効
果
的
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
実
地
に
調
査
す
る
よ
り
も
以
前

に
、
あ
る
程
度
の
見
取
り
図
を
描
け
て
し
ま
う
と
い
う
場
合
が
確
か
に
あ
る
わ
け
で
あ

る
。
以
て
マ
イ
ク
ロ
資
料
や
各
種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
極
め
て
有
効
な
研
究
資
料
・
研
究

情
報
た
り
得
る
こ
と
の
証
例
と
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
禁
裏
文
庫
本
と
陽
明
文
庫
本
と
の
以
上
の
よ
う
な
事
例
を
み
て
き
て
、
論

者
が
個
人
的
に
関
心
を
持
つ
の
は
「
栄
花
物
語
」
に
関
し
て
で
あ
る
。
東
山
目
録
に
ゃ

栄
花
物
語
（
黒
御
携
子
第
一
・
末
尾
貼
紙
）

と
あ
り
、
大
東
急
目
録
に
も
、

栄
花
物
語
箱
一
（
御
描
子
箱
目
録
）

と
あ
る
よ
う
に
、
万
治
四
年
禁
裏
焼
失
本
の
中
に
は
「
栄
花
物
語
」
が
含
ま
れ
て
い
た
。

一
方
陽
明
文
庫
に
は
、
松
村
博
司
氏
に
よ
っ
て
古
本
系
統
第
二
種
に
分
類
さ
れ
て
い
る
、

記
載
書
名
栄
花
物
語
、
目
録

刊
写
の
別
写

形
態
４
０
冊

所
蔵
者
陽
明
文
庫
、
別
置
、
Ｍ

６

マ
イ
ク
ロ
．
デ
ジ
タ
ル
情
報
５
５
１
５
３
９
１
３
、
ｎ
コ
マ
、
＋
２
リ
ー
ル
、

１
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収
集
事
業
も
不
断
に
進
め
ら
れ
て
い
っ
て
し
か
る
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。

と
い
う
四
十
冊
本
の
「
栄
花
物
語
」
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
松
村
氏
言
う
と
こ
ろ
の

そ
の
古
本
系
統
第
二
種
に
は
、
さ
ら
に
、

栄
花
物
語
江
戸
写
（
桂
）
四
○
五
○
六
二
九

栄
花
物
語
江
戸
写
（
桂
）
四
○
五
五
四
一
五

（
「
和
漢
図
書
分
類
目
録
」
）

と
い
う
書
陵
部
桂
宮
本
二
本
が
含
ま
れ
る
と
も
さ
れ
て
い
る
。
細
か
い
論
証
を
一
切
省

き
、
い
ま
見
通
し
だ
け
を
述
べ
て
お
く
と
、
こ
れ
ら
三
本
は
お
そ
ら
く
の
と
こ
ろ
、
と

も
に
焼
失
以
前
の
禁
裏
文
庫
本
を
親
本
と
し
た
兄
弟
本
だ
っ
た
可
能
性
が
高
そ
う
で
あ

る
。
よ
り
一
層
の
徴
証
を
集
め
た
の
ち
に
、
あ
ら
た
め
て
論
じ
て
み
た
い
問
題
で
あ
る
。

最
後
に
も
う
ひ
と
つ
だ
け
。
本
論
で
は
国
文
研
の
収
集
事
業
の
有
効
性
を
繰
り
返
し

例
証
し
て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
古
典
籍
の
中
に
は
、
実
の
と

こ
ろ
い
ま
だ
収
集
対
象
と
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
従
っ
て
国
文
研
で
は
閲
覧
で
き
な
い
も

の
が
い
く
つ
か
含
ま
れ
て
も
い
る
。
例
え
ば
御
所
本
の
「
清
少
納
言
枕
草
子
」
や
「
三

代
集
抜
書
付
棚
勢
火
和
」
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
し
、
右
に
言
及
し
た
『
栄
花
物
語
」
の
桂
宮
本

二
点
に
し
て
も
そ
う
で
あ
る
。
前
二
者
に
つ
い
て
は
先
に
図
版
を
引
用
し
た
が
、
こ
れ

ら
は
論
者
が
書
陵
部
に
直
接
申
請
し
て
入
手
し
た
紙
焼
写
真
に
基
づ
い
て
い
る
。
書
陵

部
本
に
限
っ
て
も
、
国
文
研
が
収
集
し
て
き
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
は
実
に
七
百
七
十

二
本
に
も
上
っ
て
お
り
、
中
に
重
要
な
古
典
籍
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
以
上
に
み

て
き
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
一
方
で
今
後
の
収
集
が
期
待
さ
れ
る
古
典
籍
も
な
お
少
な

く
な
い
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
一
点
を
以
て
し
て
も
、
国
文
研
に
よ
る
調
査
は
も
ち
ろ
ん
、

E

注
（
１
）
杉
谷
寿
郎
氏
「
師
輔
集
の
性
格
」
二
平
安
私
家
集
研
究
」
所
収
、
一
九
九
八
年

十
月
、
新
典
社
）
。

（
２
）
川
村
晃
生
氏
「
能
因
法
師
集
・
玄
々
集
と
そ
の
研
究
」
（
一
九
七
九
年
六
月
、
三

弥
井
書
店
）
。

（
３
）
「
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
四
十
巻
中
世
歌
学
集
書
目
集
」
「
為
兼
卿
和
歌

抄
」
解
題
（
一
九
九
五
年
四
月
、
朝
日
新
聞
社
）
、
及
び
「
歌
論
歌
学
集
成
第
十

巻
為
兼
卿
和
歌
抄
」
解
題
（
一
九
九
九
年
五
月
、
三
弥
井
書
店
）
。

（
４
）
杉
山
重
行
氏
「
三
巻
本
枕
草
子
本
文
集
成
」
（
一
九
九
九
年
三
月
、
笠
間
書
院
）
。

（
５
）
「
松
平
文
庫
影
印
叢
書
第
十
七
巻
歌
論
書
・
注
釈
書
編
」
「
八
雲
一
言
記
」

解
題
（
半
田
公
平
氏
執
筆
、
一
九
九
八
年
三
月
、
新
典
社
）
。

（
６
）
久
曾
神
昇
氏
「
傳
宗
尊
親
王
筆
歌
合
巻
研
究
」
（
一
九
三
七
年
一
月
、
尚
古
会
）
。

（
７
）
萩
谷
朴
氏
「
平
安
朝
歌
合
大
成
新
訂
増
補
第
五
巻
」
（
一
九
九
六
年
、
同
朋

舎
出
版
、
一
九
六
九
年
初
版
、
私
家
版
）
。

（
８
）
禁
裏
焼
失
本
の
焼
失
以
前
の
副
本
と
推
断
さ
れ
る
書
誌
的
特
徴
側
～
い
の
各
伝

本
の
う
ち
、
側
を
除
い
た
分
に
関
し
て
は
、
直
接
の
親
本
と
認
め
ら
れ
そ
う
な
古

典
籍
・
古
筆
切
の
存
在
は
現
時
点
で
一
切
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

（
９
）
書
誌
的
特
徴
側
を
備
え
た
御
所
本
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
す
べ
て
が
万
治
四
年
禁

裏
焼
失
本
の
焼
失
以
前
の
転
写
本
で
あ
る
と
は
必
ず
し
も
限
ら
な
い
、
と
先
程
述

べ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
事
例
が
時
に
見
つ
か
る
か
ら
で
あ
る
。

54



ご
所
蔵
資
料
の
引
用
を
ご
許
可
下
き
っ
た
宮
内
庁
侍
従
職
・
宮
内
庁
瞥
陵
部
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
る
。
ま
た
発
表
・
成
稿
に
際
し
、
陽
明
文
庫
文
庫
長
の
名
和
修
氏
に
格
別
の
ご
商
配
を
賜
っ

た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

［
付
記
］
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